
 SCALE  DATE  APPROVAL  DRAWER TITLE  NO. PROJECT

一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計

一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号
NS

一級建築士登録 第186787号 伊東 俊一

一級建築士登録 第334807号 西村　菜見子
構造設計標準仕様みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事 S01

構 造 設 計 標 準 仕 様

(1) コンクリート

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

(3) 工事監理者が行う検査項目

    工事場所

(2) 工事種別

(3) 構造種別

(4) 階　数

(5) 主要用途

(6) 屋上付属物

(7) 特別な荷重

(8) 付帯工事

１．建築物の構造内容

(9) 増築計画

(1) 工事名称

(2) 杭基礎

４．地業工事

(1) 直接基礎

５．鉄筋コンクリート工事

(2) 鉄　筋

(3) 型　枠

６．鉄骨工事

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

(4) 接合部の溶接は下記によること

(5) 接合部の検査

(6) 防錆塗装

(7) 耐火被覆の材料

７．設備関係

３．地　盤

(2) 地盤調査計画

ある。

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合も

(1) 地盤調査資料

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成

８．その他

(1) コンクリート

(3) 鉄　筋

(4) 鉄　骨

(2) コンクリートブロック(ＣＢ)

２．使用構造材料

(5) ボルト

(6) 屋根、床、壁

(10)構造計算ルート

(11)重要度係数

適用は　　印を記入する。　
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三重県津市白山町二本木3769-1
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事務所
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みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事

25

18

15 15 18

ラップルコンクリート
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Ｄ16 以下
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φ6 デッキ部

躯体

躯体

24
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JIS G 3101

JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3350

JIS G 3466

S02参照

11

砂礫層(基礎下地盤補強)

無筋コンクリート 18 18 15

耐久設計基準強度 Fd 標準

セメントは､JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中､暑中､その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､

養生､管理方法など必要事項について､工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センター

定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。

の技術評価をうけた測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を１回の測

料から取り分けて３回行い､その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試

日本建築学会 ｢JASS6｣ ｢鉄骨精度検査基準｣ ｢鉄骨工事技術指針｣

鋼材倶楽部 ｢建築鉄骨工事施工指針｣

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト

社内検査表

(　印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること)

原寸検査

建方検査

組立・開先検査 製品検査

日本建築学会｢溶接工作基準､同解説Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ､Ⅶ､Ⅷ､Ⅸ｣

日本建築学会｢鉄骨工事技術指針・工事現場施工編｣

頭付スタッド

高力ボルトは｢Ｓ10Ｔ｣または｢JIS B1186の高力ボルト｣とする。摩擦面の処理は黒皮など

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し､締付けの順序は部材

材が十分密着するよう注意して行う。また､締付けは一次､二次締めとする。

告示1464号に基づき､｢突合せ継手の食い違い･仕口のずれの検査･補強マニュアル｣を適用

締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分と

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い､塗装は工場塗装と同

を座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト､グラインダー掛け等を用いて除去した後､

屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし､ショットブラスト､グリット

ブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場合は､赤さびは発生しないままでよ

する。錆止めのペイントは､JIS K5674､2回塗りを標準とする。

長期 超長期

増築 増改築 改築

木造(Ｗ) 補強コンクリ－トブロック造(ＣＢ) 鉄骨造(Ｓ)

鉄筋コンクリ－ト造(ＲＣ)

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造(ＳＲＣ)

壁式鉄筋コンクリ－ト造(ＷＲＣ)

受水層　　ｋＮ

無

門扉

高架水槽　　　ｋＮ

プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＰＲＣ)

深さ

長期許容支持力度

杭　種 備　考

摩擦杭

ＰＲＣＲＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

場所打ち

コンクリート杭

支持層－

ＰＲＣ

ＰＨＣ

鋼材

施　工　法材　料

( Ⅰ種 種

( 種 種 種

)

)

打ち込み

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

ＢＨ 深礎
手掘

機械掘

拡底杭

日本建築センター認定

　第　　　　号

　　年　月　日

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

コンクリートFc　　 N/㎜

スランプ

セメント量　　　 　kN/㎡

鉄　筋 主 筋

ＨＯＯＰ

ＳＤ

ＳＤ

２

種Ⅱ Ⅲ

Ａ Ｂ Ｃ

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

ｋＮ／㎡

また､打ち込み量が150ｍをこえる場合は､150ｍごとまたは､その端数ごとに１回を標準と

する。１回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。なお､供試体の数量は､特別指示なき場合は､１回当たり６本以上とし､そのうち４

週用に３本を用いる。

の自由落下高さは､コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンク

リート圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中

における打継ぎ時間間隔の限度は､外気温が25℃未満の場合は150分､25℃以上の場合は120

分以内とする。

３３

ポンプ打ちコンクリ－トは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリート

高強度せん断補強筋は､JIS G3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは｢鉄筋コン

クリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣に

よる。

Ｄ19未満は､すべて重ね継手とする。継手(Ｄ19以上)をガス圧接とする場合は､日本圧接協

会｢鉄筋のガス圧接工事標準仕様書｣による。

ガス圧接部の抜き取り検査は､同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を越

外観検査 有 無 有 無、超音波試験 有 無

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は､ 　Ｈ型(タガ型)　　Ｗ型(溶接型)　　Ｓ型(スパイラ

ル型)とする。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は､｢建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱

要綱｣第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

(都知事登録第　　　　号)

代行業者名とは､試験､検査に伴う業務を代行する者をいう。

コンクリート及び鉄筋の試験は､公的機関､又は経済産業大臣が認定した試験事業者の試験

機関で行うこと。

材料　合板厚　12m/mを標準とする。

型枠存置期間

種類

部位

セ

メ

ン

ト

の
種

類

平
均
気
温

存
置
期
間
の

5℃～15℃

5℃未満

15℃以上コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
令

（Ｈ）

コンクリートの
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せ　き　板 支　柱

基礎､はり側､柱､壁 スラブ下､はり下 スラブ下 はり下

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
普通ポルト

普通ポルト
ランドセメント
普通ポルト普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント
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Ａ種
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シリカセメント 高炉セメント

Ａ種
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注) 1 　片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上のはり下は､工事監理者の指示による。

注) 2 　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また､その他のはりの場合も原則として行わな

注) 3 　支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

い。

注) 4 　盛りかえ後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。

注) 5 　支柱の盛りかえは､小ばりが終ってから､スラブを行う。

注) 6 　上表以外のセメントを使用する場合は､工事監理者の指示による。

一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。

えるときには､200箇所ごと)に１回行い､１回の試験は５本以上(超音波試験の場合は30箇

所以上)とする。

施工はJASS5による。

、引張試験

載荷試験 有 無

試験掘 有 無

する。

じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

い。

新築

キュービクル　　　ｋＮ 煙　突広告塔

擁壁 駐輪場 機械式駐車場

鋼管

ＳＣ杭

SS400

JIS

構造体コンクリ－トについて､現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は､標準養生供試体

によることを原則とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。

SKK400

短期

エレベーター   人乗り( ロープ式・油圧式 )

倉庫積載床用　　　  Ｎ／㎡

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以

上かつ5cm以上を原則とする。

　による。

建築設備(昇降機を除く。)建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれ

物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結す

ること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築

クリートブロック造とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋

とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設

ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮

継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

コンクリート造又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコン

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法

がないものとすること。

ート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリ

有(　　　　　　　　　　　　　　　　)

認定または登録工場(　　　　　グレード　　　　　都登録　　　　　ランク)

STK490

埋込み(ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工法)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＷＰＲＣ)

ホイスト　　ｋＮ

無(調査予定　　有　　無)

土質試験

ボ－リング調査 静的貫入試験 標準貫入試験

土質試験

有(　敷地内　　近隣)

現場透水試験

(基礎・杭の位置を明記すること)

ボーリング試験 水平地盤反力係数の測定平板載荷試験

( 　有・　無(本杭兼用) ) ( 　打ち込み・　載荷 ) 本

液状化判定

○近隣デ－タの調査地番と

　設計地番とは約　　ｍの

　距離がある

　についてのコメント

○備考

コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし､施工に関してはJASS5(2018)による。

鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2018)による。

○支持地盤、地層及び深さ

○孔内水位

○位置図

○調査地番

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱(建築構造設計指針第12章)

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

超音波探傷試験 

注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

注) 現場溶接は､超音波探傷試験を100％行うこと。

ＤＷ　　　ｋＮ

特殊デッキプレート

令第129条の2の3の事項　※設計が該当する場合には、　にチェックを記入する。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これ

らに類するものにあっては、建設省告示第 1389 号により、風圧並びに地震その他の震動

及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の

ない構造とすること。この場合において、告示第1388号に定めるところによるものとする。

　深度　　　   ｍ

地下　　　階　　　　　地上　　　階　　　　　塔屋　　　階

ＧＬ－　　　　　　　 支持層－ｍ

適　用　箇　所

捨てコンクリート

土間コンクリート

混和剤

Ａ種 Ｂ種 厚Ｃ種 100 120 150 190

種　類

　普通、　軽量

　普通

　普通

2 2

設計基準強度

Fc=N/mm Fq=N/mm cm

スランプ
備　考

比重

比重

種　類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

丸　鋼

溶接金網 (JIS G 3551)

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

(　　　　　　　　　)

   ＳＤ295Ｂ

   ＳＤ345

   ＳＲ235

   ＳＤ295Ａ

　普通、　軽量

　普通基礎，基礎梁

デッキ床

現場溶接使用箇所種　類

ＳＭ490Ａ

有

有

有

有

無

無

無

無

備　考

ＳＳ400

柱・梁・床・壁

品質基準強度

　普通、　軽量

ＳＴＫＲ400

ＳＮ400ＢＳＮ490Ｂ

ＢＣＲ295

ＢＣＲ295

ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｂ

ＳＮ490Ｂ

高力ボルト

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

アンカーボルト

ＡＬＣ版

折　　版

厚

厚Ｈ＝

【使用箇所】

㎜ ナット( 　シングル、　ダブル )

頭付スタッドボルト

φ＝ Ｌ＝ ㎜

㎜ ナット( 　シングル、　ダブル )

㎜ ナット( 　シングル、　ダブル )

使用箇所( 　柱　　大梁　　小梁 )

ＡＢＲ400

ＡＢＲ400

ＳＳ400

ＳＳ400

ＳＳ400 Ｍ Ｌ＝

Ｍ Ｌ＝

中ボルト 高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験

要

要

否

否Ｍ Ｍ

Ｍ Ｌ＝

ＡＢＲ400

特殊:Ｓ10Ｔ 認定品( 　Ｍ12　　Ｍ16　　Ｍ20　　Ｍ22　　Ｍ24 )普通:Ｆ8Ｔ

ＳＳＣ400 有 無ＳＮ400Ｂ ＳＴＫＲ400

ＳＳＣ400 有 無ＳＮ400Ｂ ＳＴＫＲ400

Ｙ方向ルート　－(　 　)Ｘ方向ルート　－( 　　)

1.25　地震力を1.25倍して安全を確かめる

平板載荷試験

試験堀(支持層の確認)

スウェーデン式サウンディング試験

比重　普通、　軽量

Administrator
テキストボックス
「参考設計図面」（この図面は最終図面ではないため、契約後に数量等を変更する場合があります。）
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18

18

18

S01構造設計標準仕様による S01構造設計標準仕様による

2.材料

  3.金物 い ろ 長ほぞ差し込み栓打ち かど金物(CP･L)

ある場合はこれを優先する。

(3) 

(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が

国土交通大臣官房官庁営繕部監修　建築工事標準仕様書　平成(　  )年版

(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。

･コンクリート設計基準強度 ・異形棒鋼　JIS G3112，JIS G3117 

含水率

・構造用集成材

使用部位 構造部位 樹　種 強度等級（構造等級）

区　　　分

構造用製材

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｄ

記号

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

ｉ

記号

 構造用単板積層材

 化粧ばり構造用集成材

 同一等級構成集成材(積層2枚)

 同一等級構成集成材(積層3枚)

 同一等級構成集成材(積層4枚以上)

 無等級材

 構造用製材(目視等級区分製材)

 構造用製材(機械等級区分製材)

 国土交通大臣基準強度指定製材

 製材その他

 ユーザー

区　　　分

＊１　左記の印は、下記表「Ａ～Ｆ」「ａ～ｉ」による。

構造用集成材

 集成材その他

(財)日本住宅・木材

・構造用合板 ・釘

部　位 接着耐久性強度等級 部　位 備　　考胴径(mm)

・　M10  　・　M12  　・　M16 　・　M20

・ボルト

・　SS400

材　質 呼び名

・105×105・120×120

 対称異等級構成集成材

 非対称異等級構成集成材

 特定対称異等級構成集成材

梁・胴差等

２階床組

巾･105･120 背･105～

小屋組

小屋梁

軒桁

母屋

棟木

小屋束

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

巾･105･120 背･105～

巾･105･120 背･105～

巾･105･120 背･105～

巾･105･120 背･105～

・105×105・　　　　

アンカーボルトの種類及び寸法

アンカーボルトの種類 長さ(mm) 胴径(mm) ネジ切り部長さ(mm) 備　考

Ｍ１２

Ｍ１６

・400

・450

・500

・400

・600

・700

・800

・900

12

16

35以上

100

技術センターの規格

表示製品およびその

同等品

に適合するＺマーク

ｻｲｽﾞ(厚さ×幅×長さ)mm

１階床組

２階床組

小 屋 裏

小 屋 組

軸　　組

・24×910×1,820・　　

・24×910×1,820・　　

・28×910×1,820・　　

・12×910×1,820・　　

・12×910×1,820・　　

・１級・２級

・１級・２級

・１級・２級

・１級・２級

・１級・２級

・特類・１類

・特類・１類

・特類・１類

・特類・１類

・特類・１類

釘の種類 長さ(mm) 頭径(mm)

50.8・CN50

・CN65

・CN75

・CN90

・GNF40

・GNF50

・DTSN

2.78 6.76

63.5 3.33 7.14

76.2 3.76 7.92

88.9 4.11 8.74

38.1 2.34 7.54

7.542.3450.8

3.80

3.80・DTSN

40.0以上

50.0以上

－

－

構造用合板

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

・JASA5508規格品

・JASA5508規格品・同等品

・JASA5508規格品・同等品

・JASA5508規格品・同等品

・JASA5508規格品・同等品

・JASA5508規格品・同等品

・JISB1125規格品・大臣認定品

・JISB1125規格品・大臣認定品

28.0以上 3.80 －・WSN･DTSN
・JISB1112・JISA1125規格品

・大臣認定品

・杉　・　　　

軸　　組

通し柱・管柱 　・E65-F255以上（・E　　-F　　　）

　・E94-F270以上（・E　　-F　　　）

呼び名種　類

・その他

区分(記号)　*1断　　面

使用部位

設計基準強度Fc（N/mm２）

　cm

　cm

　cm土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

普通

普通

・18　・21　・24

・16　・18　・21

雑用ｺﾝｸﾘｰﾄ 軽量1種 ・16　・18　・21 比重γ=1.8

・18　・21　・24普通基　　　礎

種別使用区分 スランプ 備考 材　質 呼び名

・　SD295A ・　D10  　・　D13  　・　D16

・　SD345 ・　D19  　・　D22  　・　D25

・構造用製材

構造部位

土台 ・105×105・120×120

強度等級（構造等級）樹　種

・べいつが・ひのき ・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

・甲種(・１級・２級・３級）・乙種(・１級・２級・３級）

大引

根太

梁・胴差等

根太

小屋梁

軒桁

母屋

棟木

隅木・谷木

たるき

破風板・鼻隠し

小屋束

小屋筋違い等

通し柱・管柱

間柱・枠材

筋違い

巾･105･120 背･105～

・45×45・90×90・　

・45×45・90×90・　

巾･105･120 背･105～

巾･105･120 背･105～

･105×120･105×240

･105×120･105×240

・38×140(206)･　　

・105×105・　　　　

・15×90以上　　　　

・30×90・45×90　　

天　井 天井野縁・吊木

１階床組

２階床組

小屋組

壁軸組

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・杉　・　　　

・90×90・105×105火打 ・杉　・　　　小屋･床組

断　　面 区分(記号)　*1

は かど金物(CP･T) 山形プレート(VP)

に 羽子板ボルト/ｽｸﾘｭｰ釘なし(SB･F2,SB･E2) 短冊金物/ｽｸﾘｭｰ釘なし(S)

短冊金物＋ｽｸﾘｭｰ釘あり(S)ほ 羽子板ボルト＋ｽｸﾘｭｰ釘あり(SB･F,SB･E) へ 引き寄せ金物(HD-B10,S-HD10)

ぬ 引き寄せ金物(HD-B15,S-HD15)×2個り 引き寄せ金物(HD-B25,S-HD25)ち 引き寄せ金物(HD-B20,S-HD20)と 引き寄せ金物(HD-B15,S-HD15)

ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）

(1)使用する金物は、（財）日本住宅・木造技術センターの定める規格による

　 Ｚマーク表示品または、これと同等以上のものを使用する。

(2)接合及び補強をするに当たっては、接合部位の納まりに適した金物を使用すること。

(3)接合金物の許容耐力一覧表

名　　称 記　　号

太めくぎ

柱脚金物

ひら金物

くら金物

かど金物

かすがい

スクリューくぎ

ひねり金物

折曲げ金物

羽子板ボルト

山形プレート

短ざく金物

かね折り金物

手違いかすがい

引き寄せ金物

ZN 90

ZN 65

ZN 40

SA

S

VP

CP･T

CP･L

SS

SF

ST-15

ST-12

ST-9

SM-40

SM-12

PB-42

PB-33

ZS 50

短期許容耐力（kＮ）

すぎ類べいつが類べいまつ類

1.26 1.14 0.98

0.86 0.77 0.68

0.86 0.77 0.68

29.48 26.68 22.93

22.68 20.52 17.64

20.16 18.24 15.68

12.60 11.40 9.80

7.56 6.84 5.88

28.45 26.00 25.00

22.76 20.80 20.00

17.07 15.60 15.00

11.38 10.40 10.00

1.27 1.18 1.08

5.69 5.20 5.00

5.04 4.56 3.92

4.30 3.85 3.40

5.69 5.20 5.00

5.16 4.62 4.08

1.72 1.54 1.36

2.58 2.31 2.04

4.30 3.85 3.40

1.72 1.54 1.36

22.76 20.80 20.00

11.38 10.40 10.00

1.48 1.34 1.17

HD-N25

HD-N20

HD-N15

HD-N10

HD-N5

S-HD25

HD-B25

S-HD20

HD-B20

S-HD15

HD-B15

S-HD10

HD-B10

CC-150

CC-120

C-150

C-120

SB･F,SB･F2

SB･E,SB･E2

使用接合具等

　六角ボルト M12(2本)

　太めくぎ ZN90(8本)

　太めくぎ ZN65(10本)

　六角ボルト M12(1本)

　太めくぎ ZN40(6本)

　太めくぎ ZN40(4本)

　太めくぎ ZN65(12本)

　太めくぎ ZN65(4本)

　六角ボルト M12(2本)

　六角ボルト M12(1本)

　太めくぎ ZN90(26本)

　太めくぎ ZN90(20本)

　太めくぎ ZN90(16本)

　太めくぎ ZN90(10本)

　太めくぎ ZN90(6本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(5本)

　六角ボルト M12(5本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(4本)

　六角ボルト M12(4本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(3本)

　六角ボルト M12(3本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(2本)

　六角ボルト M12(2本)

※　表値は鋼板添え板による25％割増の値を示す。長期許容せん断耐力の値は表値の1/2とする。

※　べいまつ類：べいまつ・くろまつ・あかまつ・からまつ・つが

　　べいつが類：べいひ・べいつが・ひば・ひのき・もみ

　　す　　ぎ類：とどまつ・えぞまつ・べにまつ・スプルース・すぎ・べいすぎ

※　ラグスクリューLS12は首下長11cm以上とし、柱寸法10.5cm角以上の部材に適用される。

※　算出根拠は、日本建築学会発行の「木質構造設計基準・同解説」による。

短ほぞ差し

かすがい

長ほぞ差し

長さ6.5cmの太め

かど金物　厚2.3mm

長さ6.5cmの太め

鉄丸釘5本平打ち(横架材)

鉄丸釘5本平打ち(柱)

※使用金物類は、日本住宅・木材技術センターの

特　記

　Ｚ金物相当品とする。

※金物図は告示による表記であり、メーカー仕様による

　該当品の使用も可である。

かど金物　厚2.3mm

長さ6.5cmの太め

鉄丸釘5本平打ち(柱)
鉄丸釘4本平打ち（柱）
長さ9cmの太め

Ｖ字金物　厚2.3mm

長さ6.5cmの太め

鉄丸釘4本平打ち(横架材)

長さ9cmの太め

鉄丸釘5本平打ち(横架材)

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱） 短ざく金物　厚3.2mm

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)

溶接した金物

鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄを

羽子板ﾎﾞﾙﾄ厚3.2mmの

を介してナット締め(横架)

厚4.5mm、40mm角の角座金

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)
径12mmのﾎﾞﾙﾄ2本（柱）

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力10KN）

厚3.2mm

の鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄ

を溶接した金物

羽子板ボルト厚3.2mm

短ざく金物

厚3.2mm

（横架材など）

径16mmのボルト

鋼板添え板に止め付けた

長さ50mm、径4.5mmの

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)

を介してナット締め（横架材）

厚4.5mm、40mm角の角座金

長さ50mm、径4.5mmの

（と）を２個

使ったもの

径12mmのボルト４本

（耐力20KN）

※接合方法は（と）に準ずる

厚3.2mm

厚3.2mm

径12mmのボルト５本

（耐力25KN）

※接合方法は（と）に準ずる

厚3.2mm

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力15KN）

径12mmのボルト3本（柱）

径16mmのボルト

径16mmのボルト

厚3.2mm

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力15KN）

径12mmのボルト3本（柱）

（耐力15KN）厚3.2mm

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

径12mmのボルト3本（柱）

径16mmのﾎﾞﾙﾄ(土台を除く)

鋼板添え板に止め付けた

短ほぞ差し、かすがい打ち1.一般事項

木造標準図（在来軸組工法）（１）

　cm

・90×90・105×105

・45×45・45×90・　

・30×105・45×120　　　

・杉　・ひのき　　　

・杉　・ひのき　　　

巾･105･120 背･120

・杉　・ひのき　　　

・杉　・ひのき　　　・105×105・120×120～
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  35kN以下の場合：PL-9*80角(SS400)

(2)平12建告第1460号に示されている筋違い端部と軸組との止め付け部

  8.筋かい端部と軸組との止め付け部

  9.アンカーボルトと筋違い金物の干渉防止

あばら筋(フック付き)

  4.基礎

  5.アンカーボルト

あばら筋(フック付き)

  7.柱と基礎（土台）との緊結

  6.柱頭･柱脚金物

木造標準図（在来軸組工法）（２）

(1)布基礎

基礎幅

1-D13スラブ筋(フック付き)

6
0
5
0 1
50
以
上

2
40
以
上

1-D13
定着35d

6
0外部

内部3
00
以
上 4d以上

d 余長

R=3d
あばら筋(フック付き)

1-D13

イ) 標準配筋図 120以上

ｄ

ｄ:ベース筋下端及び側面かぶり厚さ60mm

地盤のqu〔KN/㎡〕 ３階建て

600mm30≦qu＜50

50≦qu＜70

70≦qu

450mm

300mm

平屋建て

300mm

240mm

180mm

２階建て

450mm

360mm

240mm

・基礎幅 = 下表の値とする

40d35d

重ね継手重ね継手両定着35
d

(40d+40d)80d
横筋同径

　　下図のいずれかの納まりとする事。

各項目に示された数値は参考値とする。

( シングル配筋の場合 )

1-D13

6
0 1-D13定着35d5

0

6
0D

外部 1-D13内部30
0
以
上

定着35d

あばら筋(フック付き)
1-D131-D13

※ダブル・シングルの選定は

　地耐力により決定する。

ｄ

ｄ:ベース筋下端かぶり厚さ60mm

120以上 120以上

12
0
以
上

2
40
以
上

( ダブル配筋の場合 )1-D13

6
0

定着35d50 1-D13

5
0

厚
さ

6
0D

外部 内部 4
030
0
以
上

1-D13

あばら筋(フック付き)
1-D131-D13

イ) 標準配筋図

(2)べた基礎

ｄ

ｄ:ベース筋下端かぶり厚さ60mm

120以上120以上

24
0
以
上

18
0
以
上

定着35d

200以上

200以上

ハ) コーナー部横筋納まり要領

ロ) 換気孔，人通口廻りの補強

人通口換気口

600

≦
H
/2

3
00
≦

10
0

1-D131-D13

1-D13
Ｌ 1-D13

Ｌ

Ｌ
1-D13

≦
H
/3 φ Ｌ

1-D13

Ｈ

Fc=18 N/mm2 … L=40d

Fc=21 N/mm2 … L=35d

ならない。

※L=定着長さ

必要としないがあばら筋を切断しては

※φが100かつH/10以下のとき補強を

300
1-D13

1
50

1-D13

1-D13

Ｈ

Ｌ

Ｌ

120以上

あばら筋(フック付き)

3
00
以
上 厚
さ

18
0
以
上

120以上

あばら筋(フック付き)

12
0以

上

厚
さ

30
0以

上

定着35d

定着35d

300以上

人通口下部

( シングル配筋の場合 )

( ダブル配筋の場合 )

300以上

ハ) アンカーボルトの据付方法

アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。

ボルト

アンカー

しをし､ドリルで穴あけする

ピッチを正確に計って墨出
布基礎型枠 水糸で通りを正確に出し、

水糸

位置出し材

埋込み寸法を調整する

高さを変えることで

こと。

ック部分を鉄筋に絡める様に設置する

また、左図の様にアンカーボルトのフ

すること。

を据え付けてからコンクリートを打設

型枠材に釘打ちして、アンカーボルト

敷設されるように位置出し材を布基礎

アンカーボルトは所定の位置に垂直に

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

   アンカーボルトに有害なずれや曲がりが生じないように十分に注意する。

(3)コンクリートの打ち込み

(2)アンカーボルトの保持

   型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切な機器などで正確に行う。

   型板を用いるなどして正確に行い、移動・下部の振れなどのないように、鉄筋など

　 に結束するか、適切な補助材で型枠の類に固定する。

　 また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために予め布、ビニールテープな

　 どを巻く等の養生を行う。

(1)アンカーボルトの心出し

ニ) アンカーボルトを構造スラブへ定着する場合

M16は基礎又は梁,壁断面内に定着する事。

h+W=250㎜以上

1-D13(L=500以上)W

h=100以上

スラブ下端筋の上で曲げる

M12

アンカーボルトM16用

※柱脚接合金物の短期許容耐力

  15kN以下の場合：PL-6*54角(SS400)

PL-9×90φ(SS400)

PL-9×80角(SS400)

※柱脚接合部の短期許容耐力が

  25kN以下の場合は360㎜以上

　25kNを超え35kN以下の場合は

  510㎜以上定着とする。

9

18φ

9
0φ

980

18φ

80

2d

4
d以

上

有
効
埋
込
み
深
さ

中心のポイント

コンクリート天端

(土台)(土台)

(座彫りを必要とする場合)(一般)

30㎜以下

PL-4.5×40角

4.5

14φ

40

4
0

5mm以上

3山若しくは

2
50
㎜
以
上

ロ) アンカーボルトの埋込位置

ａ=150～200㎜
ａ ａ100㎜以上

両端の柱に近接した下部

②合板等を使った耐力壁の 柱
芯④2.0ｍ以内

仕口箇所の上木端部

③土台の継手及び

柱の下部

①筋かいが取付く

アンカーボルトM12用

イ) アンカーボルトの定着寸法と座金の形状

(1)柱頭･柱脚金物はそのタイプごとに金物の性能が十分に発揮できる様、取付け位置

　 や納め方に注意する。

イ)プレート金物の取り付け位置 ロ)コーナー金物の取り付け位置(1)

ハ)コーナー金物の取り付け位置(2)

しない。

25kNを超える場合は使用

ホールダウン金物耐力が

座金付きボルト1-M16

(2)座付きボルトの注意点

(1)筋かい耐力壁の各部接合方法の例

120mm内外 200mm内外

(S-HD10)
ホールダウン金物

土台

山形プレート

45×90のときはBP-2

30×90のときはBP

筋かい断面が
筋かいプレート

通し柱 管柱

筋かい

ボルトM12
筋かいプレート 角根平頭

山形プレート

胴差かね折り金物SA

(A40またはA60)
アンカーボルト

アンカーボルト(A70)

ラグスクリュー(LS12)
ホールダウン金物

六角ボルト(M12)または

土台
締め代(30mm程度)

柱

アンカーボルト
(A40またはA60)

M16

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)
ホールダウン金物

(A40またはA60)
アンカーボルト

アンカーボルト(A70)

柱

土台
締め代(30mm程度)

アンカーボルト
(A40またはA60)

M16

(1)柱は、構造計算による引き抜き応力に耐えられるように

接合金物（ホールダウン金物）により基礎または土台と緊結する。

　 ホールダウン金物は、柱の下部に締め代を30mm程度とり

   六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)または太めくぎ(ZN90)にて柱に固定する。

(2)　緊結方法は次による

イ)　ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

ロ)　座金付きボルト(M16W)を用いて土台と柱を緊結する場合

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)
ホールダウン金物

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

ホールダウン金物

150mm内
外

(A40またはA60)
アンカーボルト

(A40またはA60)
アンカーボルト

土台
締め代(30mm程度)

柱

内外

250mm 150mm内外

土台
締め代(30mm程度)

アンカーボルト
(A40またはA60)

座金付きボルト
(M16W)

(A40またはA60)
アンカーボルト

(M16W)
座金付きボルト

(A40またはA60)
アンカーボルト

片側1.0倍

間
柱

平打ち
2-N65

柱

(平打ち)

ロ) 15以上×90以上の木製筋かい

片側1.5倍

ハ) 30以上×90以上の木製筋かい

頭ボルト(M12)

2-N75
平打ち

柱

間
柱

釘5-N65(平打ち)

釘5-N65

締め釘3-ZN65

柱に対して

釘3-ZN65

間
柱

片側2.0倍

平頭ボルト(M12)
(BP-2)当て角根

筋かいプレート

柱

ニ) 45以上×90以上の木製筋かい

片側3.0倍,両側5.0倍

(径12mm)

ボルト

柱

90
以
上

ホ) 90以上×90以上の木製筋かい

短冊金物M12

釘5-ZS50

釘7-ZS50

柱に対して

釘5-ZS50

(BP)当て角根平

筋かいプレート

三角座金

片側1.0倍

柱

(ＶＰ)

山形プレート

イ) 9φ以上の鉄筋製筋かい

片側1.0倍

柱

鋼板
4-CN90

4-CN90

釘4-ZN65

柱

ハ)勾配梁と筋違いの納まり

柱

筋違いプレート金物

側面貼りタイプ

梁

筋
違
い

鎌部位をさけて横架材相互の引寄せ金物を取り付けること。

筋
違
い

200

側面貼りタイプ

筋
違
い

200

柱柱

ニ)横架材の鎌継手接合部

両引き羽子板ボルト

柱

筋
違
い

柱

筋
違
い

側面貼りタイプ

筋違い用箱金物又は

横架材直付けタイプ

筋違いプレート金物

側面に斜め打ち
間柱から筋違い
2-N75 ボルト止め

イ)胴差しと筋違いの納まり

(3)各部と筋違いの納まり例

梁

ロ)梁と筋違いの納まり

梁

各項目に示された数値は参考値とする。

(4)基礎段差部に取合う筋違いの処理例

座金PL-4.5*40角
1-M12

筋
違
い

座金PL-4.5*40角
1-M12

1
0
0

45
*1
05

2
00

2
00

筋違い金物

柱

筋
違
い柱

柱

筋
違
い

土台

筋違いプレート金物
側面貼りタイプ

床合板対応タイプ
筋違い用箱金物筋違い用箱金物

横架材直付けタイプ

土台 土台

筋
違
い柱

ホ)床用合板と筋違いの納まり

添え木(柱同等)

これらの干渉が生じないようにアンカーボルトの位置精度にも十分注意する事。

柱梁接合や筋違い金物はアンカーボルトに干渉しない位置に取付ける事。

150～2001560

8060
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910 910

1820

   相互及びはり・桁にまたがる筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。

(4)タルキ：軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等で棟木

(5)棟木母屋：棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意して留

(6)小屋束：小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注意して

　 ・製材等のJASの保存処理(K1を除く)の規格に適合するもの。

　 ・JIS K 1570(木材保存剤)に定める加圧注入用木材保存剤を用いてJIS A 9002(木質

     材料の加圧式保存処理方法)による加圧式保存処理を行った材料。

　 ・上記以外の場合は、防腐･防蟻に有効な薬剤が、塗布、加圧注入、浸漬、吹付けら

     れたもの又は接着剤が混入された防腐･防蟻処理材で、特記による。(ただし、集成

     材においては接着剤に混入されたものを除く。)

　 ・木部の防腐措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場合は、木材保

     存協会認定の薬剤又はJIS K 1571(木材保存剤の性能試験方法と性能基準)によって

     試験し、その性能基準に適合する表面処理用薬剤とする。

　 ・木部の防腐措置及び防蟻措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場

     合は、(社)日本しろあり対策協会(以下｢しろあり協会｣という。)又は木材保存協会

     認定の防腐･防蟻剤とし、しろあり協会制定の標準仕様書に準ずる。

　 ・塗布、吹付け、浸漬に使用する薬剤の量は、木材及び合板の表面積1㎡につき300ml

　 ・処理むらが生じることのないように上記の薬剤の範囲内の量で、2回処理以上とする。

　 ・木材の木口、仕口、継手の接合箇所、き裂部分、コンクリート及びつか石などに接

転び止めは、軒桁･母屋(垂木の継目載る母屋)･棟木の上面の垂木と垂木の間に、

垂木と同断面の転び止め材を載せ、転び止め材の側面から軒桁･母屋・棟木の上面

2-N75斜め打ち

  11.真壁造における構造用面材の張り方   12.通し柱

  13.床水平構面の仕様

  14.勾配屋根水平構面の仕様   15.屋根・小屋組の耐風対策

  16.防腐防蟻処理

  10.大壁造における構造用面材の張り方

木造標準図（在来軸組工法）（３）

ロ) 貫タイプの場合

こみ栓

3
00
㎜

以
下

柱

60
0
㎜

以
下

貫15*90以上

5段以上。

面材の継目は貫の部分で

〃

なければならない。

構造用面材7.5㎜以上 〃

N50-150@以下

以
下

6
00
㎜

以
下

30
0
㎜

こみ栓

1820

間柱

イ) 受け材タイプの場合

こみ栓

胴つなぎ 60×60以上

柱

受材 30×40以上
柱,横架材にN75-300@以下で釘打ち

構造用面材7.5㎜以上 

N50-150@以下

こみ栓

片側真壁造の施工例両側真壁造の施工例

柱

くぎN75@300㎜ 柱

くぎN75@300㎜受材(30×40)

受材(30×40)（外）

（内）受材(30×40)
間柱

土台
受材

こみ栓 (30×40)
(18×18程度)

土台
ナラ、カシ等の広葉樹 かど金物

CP･T

片側真壁造の施工例両側真壁造の施工例

柱
（内）(柱心材100mm程度)柱

くさび
間柱

貫
貫

（外） (15×90)

アンカーボルト

こみ栓 土台
(18×18程度)

ナラ、カシ等 長ほぞ
かど金物の広葉樹 土台ほぞ厚さ30～35mm CP･T

ほぞ幅90mm以上

ほぞ長さ100mm以上

ニ) 耐力壁のＴ字部

外部
7.5mm以上

30
構造用合板N50-150@

N50-150@

60以上

N50-150@ 構造用合板N90-200@
7.5mm以上

内部

構造用合板7.5mm以上

土台

柱

硬質木片セメント板(厚12以上)

ハードボード(厚5.0以上)

構造用パネル(厚5.0以上)

パーティクルボード(厚12以上)

構造用合板(厚7.5以上)

10
0
1
0
0

胴差

455455

6mm以上

60×105以上
間柱

150 150
45×105

間柱
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1
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0
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0

N50釘

SN40釘

27
3
0

200

シージングボード（厚12）

イ) 3'×9'版の縦張りの場合

910

土台

硬質木片セメント板(厚12以上)

ハードボード(厚5.0以上)

構造用パネル(厚5.0以上)

パーティクルボード(厚12以上)

構造用合板(厚7.5以上)

シージングボード（厚12）

柱

1
8
20

9
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胴差

455455

910

6mm以上

150

1
5015
0

間柱
60×105以上

60×60以上

45×105

受け木

150

1
50

1
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N50釘

SN40釘

100100

2
0
0
2
0
0

間柱

200

ロ) 3'×6'版張りの場合

る分を近傍に増し打ちする。

の釘が不足する場合は不足す

接釘打ちし、切り欠いた部分

て補強金物を柱と横架材に直

面材の四隅を切り欠くなどし

部に補強金物を使用する場合,

一体の耐力壁の両端、上下端

構造用合板等の面材を用いた

：釘の増し打ち

Ｎ50

15㎜以上

土台

Ｎ50@150

Ｎ50@150

面材

山形プレート

以上
60 内部

N125-300@ N50-150@ 構造用合板7.5mm以上
45

以
上

6
0

N125-300@

N50-150@ 構造用合板7.5mm以上
45

外部

ハ) 耐力壁の隅角部

構造用合板7.5mm以上

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（出隅部）

六角ボルト

(M12又はM16)

柱(下階)

柱(上階)

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（一般部）

六角ボルト

(M12又はM16)

胴差(床梁)

締め代 30㎜程度

締め代 30㎜程度

締め代 (30㎜程度)

六角ボルト(M12又はM16)

ホールダウン金物

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)又は

締め代 (30㎜程度)

胴差

ホールダウン金物

柱(上階)

柱(下階)

六角ボルト(M12)又は
ラグスクリュー(LS12)

(1)通し柱は、次のいずれかによる。

イ) １階から３階に達する通し柱とする場合

ロ) １階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて使用する場

合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

(2)通し柱に代わる管柱の補強

ホールダウン金物の取付は、次による。

を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。

ロ) ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。

イ) 上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代

(5)床ばり、胴差の仕口補強

柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分緊結補強する。

(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来るだけ大きいまま

突きつけ継ぎとし、継目下に受け材(45*45㎜以上)を設ける。

(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。構造用合板の継手は根太上で

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で床根太又は床

ばり・胴差・受け材等に平打ちする。

(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下とする。ただし、

床ばり間隔は1,820mm以下とする。

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

イ) 根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

根太@340以下落し込み:床倍率　2.0倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)

根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか又は根太受け金

物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりす

る。ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘打ちする。

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付

ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め

ロ) 根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

根太@340以下半欠き:床倍率 1.6倍 / 根太@500以下半欠き:床倍率 1.12倍)

床ばり

胴差

構造用合板

継目下の受材

端あき距離は

隅角部では柱があるため構造用合板の

根太

継目下の受材

柱

コーナーを切欠いて釘打ちする

20㎜程度

根太

胴差

金物

根太

胴差

釘(1-N75，斜め打ち)

洋室 和室

際根太掛け代80㎜

45×105

1
2
5
53
0

構造用合板

8
02
5
1
2

際根太で固定する方法

根太 床ばり

残り
1/2以下

根太

際根太

釘のピッチ

303㎜
以内

釘(2-N75，斜め打ち)
渡りあごかけ

床ばり

とし、小間切れにしたものは使用しない。

根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)

際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。

床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

ハ) 床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法

際根太で固定する方法

構造用合板

45×105

際根太

床ばり
根太

際根太

床ばり

釘のピッチ

303㎜
以内 根太

釘(2-N75，斜め打ち)

受け材は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとする。

根太なし,受け材45*45以上を面材の継目に沿って梁の間に落し込み

面材の四周の四周をN75-150@以下で梁及び受け材に打ちつける。

(構造用合板24㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N75@150以下

ニ) 根太なしで受け材がある場合の施工方法

梁及び受け材間隔は1000㎜以下　:床倍率　4.0倍)

20㎜程度

受け材

構造用合板

コーナーを切欠いて釘打ちする 胴差

柱

隅角部では柱があるため構造用合板の

端あき距離は

胴差

床ばり

受け材

釘(1-N75，斜め打ち)

(構造用合板24㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N75@150以下

面材の短辺の外周部分に各1列、その間に1列以上となるようN75-150@以下で梁及び

受け材に打ちつける。〔面材の長辺の下に梁がある場合は打ちつける。〕

根太なし,受け材なし,梁間隔は1000㎜以下　:床倍率　1.8倍)

ホ) 根太なし受け材なし場合の施工方法

20㎜程度

構造用合板

端あき距離は

コーナーを切欠いて釘打ちする

柱

隅角部では柱があるため構造用合板の

胴差

床ばり

ヘ) 火打ちばり、鋼製火打ちの施工方法

Ｌ

火打ちばり

90mm角

はり

火打ちばり

Ｌ

※Ｌは750mm前後が望ましい。

鋼製火打ち

はり

火打ち金物

(ＨＢ)

材面から

胴差 六角ボルト

(Ｍ12)

平くぎ

(3-ZF55)

7
0
0

(
6
00
)

700(600)

(1)小屋火打ばり：火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。

(3)軒：軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊結する。

(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め：小屋組の一体化を図るために、小屋束

   及び母屋へ緊結する。

   付ける。

   留付ける。

(4)垂木の寸法は45×45mmを標準とし、その垂木間隔は、455mm以下とする。

(1)種　類：厚さ9mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来るだけ大きいまま

(2)張り方：構造用合板の長手方向を垂木と直交させる。構造用合板の継手は垂木上で

　　　　　 突きつけ継ぎとし、継目下に受け材(45*45㎜以上)を設ける。

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で垂木又は梁・母

　　　　　 屋・受け材等に平打ちする。

　　　　　 軒桁･母屋･棟木の上面に垂木を載せ、垂木の側面から軒桁･母屋･棟木の上

　　　　　 面に対してN75釘2本を斜め打ちとする。

イ) 垂木転び止めなしの場合

(勾配の角度30度以下:倍率　0.7倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.5倍) タルキ
軒桁

母屋

棟木

小屋束

小屋梁

接合金物による緊結小屋組の各部

小屋束

小屋束
第2タルキ

第3タルキ

棟木
母屋

小屋桁(妻梁)けらばの出

第1タルキ

90,12020

20
40

80

18

50
175

t1.6 t1.6

t1.6

t1.2

接合金物

Ｌ

Ｌ/10

軒先部の吹上げ

太めくぎ　4-ZN40
ST-12
ひねり金物

150
〃

〃
〃

〃

垂木

構造用合板

2-N75斜め打ち

　　　　　 とし、小間切れにしたものは使用しない。

〃

150

桁梁･母屋・棟木

N75

構造用合板

垂木転び止め材

構造用合板7.5mm以上

N50-150@

N50-150@

ハ)下屋屋根構面と合板耐力壁取合部

N50-150@

　タルキック長さ(L)、取り付け

※垂木幅は45㎜以上とし、

　方法などはメーカー説明書参照。

にN75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)を斜め打ち。

ロ) 垂木転び止めありの場合

(勾配の角度30度以下:倍率　1.0倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.7倍)

ひねり金物

垂木転び止め材

垂木

構造用合板

150
〃

〃

〃

構造用合板9mm以上

〃

(東日本パワーファスニング)
タルキック(ST-12同等性能)

化粧垂木の場合

木材の防腐防蟻措置

(1)土台

ロ)土台に接する外壁の下端には水切りを設ける。

(2)土台以外の木部の防腐防蟻措置

イ)防腐防蟻材はJASに定める保存処理性能区分K3相当以上のものとする。

   には防腐防蟻措置を施す。

(3)薬剤の品質等

イ)地面からの高さが1m以内の外壁の軸組(土台を除く。室内側に露出した部分を除く。)

     を標準とする。

     する部分は、特に入念な処理を行なう。

イ)防腐防蟻剤を用いて工場で処理した防腐防蟻処理材

ロ)薬剤による現場処理を行う場合の防腐･防蟻薬剤の品質

ニ)現場の加工、切断、穿孔箇所等は、ハ)に準じて塗布あるいは吹付け処理を行う。

ホ)クロルピリホスを添加した薬剤は使用しない。

ハ)薬剤による現場処理を行う場合の木材の処理方法は特記による。特記がない場合は

   次による。
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・  特 記な き柱 は120× 120 とす る

・  　 　　 印は ひの きE90を示す

丸柱φ90
ひのき（無等級）

WC部分　　印柱：90×90 すぎ(無等級)
天井下までの柱とする

120×150

120×150

90×90

・  特 記な き材 種 ひ のき （無等 級） とす る
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S＝1/100(A1)･1/200(A3)

小屋梁伏図

S＝1/100(A1)･1/200(A3)

小屋梁伏図@GL+7160

 SCALE  DATE  APPROVAL  DRAWER TITLE  NO. PROJECT

1/100(A1)
1/200(A3)

小屋梁伏図みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事
一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計
一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号
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・ 火打 設置位 置は 登梁 上端合 わせ とする

　　 　： 1階 柱を 示す

　 　　   ： トラス 梁を 示す（ 別図 参照）T1,T2,T3,T4

・ ※1部 分　 ：梁を 切り 欠い て母 屋を 接合 する （別 図参 照）

・ ※2部 分　 ：PL-4.5× L型 90× 90にて 母屋を 接合 する （別 図参 照）

・ 特記 なき 梁セ イ180と する

・ 特記 なき 梁幅 120とす る

・ 特記 なき 梁は すぎ （無 等級 ）とす る

・ （　 ）内 の梁 はひ のき （無 等級 ）とす る

　　 　  ：火打 ち 90× 90 すぎ （無等 級） とする

　　 　  ： 105× 105 ひのき （無 等級） を示 す
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特記なき母屋の断面寸法 105×105 特記なき母屋の断面寸法 120×120
特記なき母屋の断面寸法 120×120

屋根の特記事項
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 SCALE  DATE  APPROVAL  DRAWER TITLE  NO. PROJECT

一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計
一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事 屋根伏図
1/100(A1)
1/200(A3)

・ 特記 なき 母屋 セイ 120とす る

　　 　  ：垂木  45× 90 @ 455 すぎ  (無等 級）と する

　　 　  ：梁延 長 を示 す

垂木 と同 断面 の転 び止 め材 を載 せ、 転び 止め 材の側 面か ら軒 桁 ･母 屋・ 棟木の 上面

に N75釘 4本 (表 2本 と裏 2本を千 鳥配 置 )を 斜め 打ち。

転び 止め は、 軒桁 ･母屋 (垂 木の 継目 載る 母屋 )･棟木 の上 面の 垂木 と垂 木の 間に 、

垂木 には 、転 び止 めを 設け るこ と

・ 特記 なき 母屋 はす ぎ（ 無等 級）と する

・ 大教 室・ 中教 室上 部（ 12～ 19通 り）の 母屋 はひ のき （無 等級 ）と する
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（A　エントランス部分柱） （B　小教室外部柱） （大断面柱　柱脚）

箱型柱脚金物
溶融亜鉛めっき
短期許容引張耐力15kN以上

アンカーボルト
M16

ステンレス装飾柱脚金物
丸柱用

アンカーボルト
M12

柱
120×300, 120×270

※耐力壁の取り付く柱については
　指定のホールダウン金物を設置することかど金物
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面材・金物位置図

金物図

S＝1/20(A1)･1/40(A3)
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一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計
一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事 面材・金物位置図
1/100(A1)
1/200(A3)

1
00

　　　印は、片筋かいの傾き方向を示す

10.00kN

15.00kN

③：HD-10

④：HD-15

①：CP 3.40kN

②：SB 5.00kN

20.00kN⑤：HD-20

⑥：HD-25

⑨：2HD-25

25.00kN

50.00kN

40.00kN

30.00kN⑦：HD-30又は2HD-15

⑧：HD-40又は2HD-20

・ 筋かい端部の接合には、筋かいﾌﾟﾚｰﾄBP-2、もしくは同等認定金物を用いること。

・ 図示の金物以外にも、金物により適宜接合部を補強すること。

・ ③～⑨の柱脚部はﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを用いて直接基礎へ緊結すること。

▽FL

▽GL

表示 仕様倍率

2.5

2.5

3.7
構造用合板 大壁高耐力仕様

2.0

4.0

片筋かい 45mmＸ90mm

両筋かい 45mmＸ90mm

上下 2段 とする

厚 9mm 以上、N50、くぎの間隔150mm以下

内壁 構造用合板 大壁仕様

外壁 耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様

（片面）

印は、構造用合板、 または、外壁 耐力下地材を貼る面を示す

数値は、該当箇所の耐力部材（面材・筋かい）壁倍率の合計を示す。
但し、令46条の壁量計算では、壁倍率5倍を超える場合は5倍で計算する。

厚 9mm 以上、CN50、くぎの間隔75mm以下
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外周部ｰ

内壁

内壁5.0

構造用合板t=12
非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

構造用合板 大壁仕様両面
 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部
構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)
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外周部

外周部

外周部
外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様

内壁 構造用合板 大壁仕様 
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)
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構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

両筋かい 45mmＸ90mm

外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様
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C+910通り軸組図C通り軸組図

B+910通り軸組図
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一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事 軸組図1
1/100(A1)
1/200(A3)

2.55

10

2.55

10

10
1.1

10
1.1

2.55

10

2.55

10

10
1.1

10
1.1

・  特 記な き梁 セイ 180とす る

特記事項
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・  特 記無 き梁 幅120と する
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2.5
(合板2.5)

7.4
(合板3.7
+合板3.7)

非耐力壁

外周部ｰ

内壁

2.5

5.0

構造用合板t=12
非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

構造用合板 大壁仕様両面
 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部

外周部

外周部
外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様

内壁 構造用合板 大壁仕様 
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

外周部

構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

両筋かい 45mmＸ90mm

外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様
内壁 構造用合板 大壁仕様 

t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)
片筋かい 45mmＸ90mm

内壁

外周部
構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
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E通り軸組図

B+570通り軸組図
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・  特 記な き梁 セイ 180と する

特記事項

・  特 記無 き柱 は 120× 120 とす る

・  特 記無 き梁 幅120とす る



一級建築士登録 第186787号 伊東 俊一
一級建築士登録 第334807号 西村　菜見子

S20

非耐力壁

外周部ｰ

内壁

内壁5.0

構造用合板t=12
非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

構造用合板 大壁仕様両面
 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部
構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

2.5

外周部

外周部

構造用合板 大壁高耐力仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔75mm以下)

外周部
外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様

内壁 構造用合板 大壁仕様 
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

外周部

構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

両筋かい 45mmＸ90mm

外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様
内壁 構造用合板 大壁仕様 
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F+910通り軸組図

F+455通り軸組図F通り軸組図
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・  特記 なき 梁セ イ180と する

特記事項

・  特記 無き 柱は  120× 120 とす る

・  特記 無き 梁幅 120とす る
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2.5
(合板2.5) 5.0

(外壁下地2.5
+合板2.5)

2.5
(合板2.5)

非耐力壁

外周部ｰ

内壁

内壁5.0

構造用合板t=12
非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

構造用合板 大壁仕様両面
 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部
構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)

t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)
2.5

外周部

外周部

外周部
外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様

内壁 構造用合板 大壁仕様 
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

外周部

構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
t=9 N50(くぎの間隔150mm以下)

両筋かい 45mmＸ90mm

外壁耐力下地材(火山性ｶﾞﾗｽ質複層板) 大壁仕様
内壁 構造用合板 大壁仕様 
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非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)
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 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)
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非耐力壁の外壁は
N50又はCN50@200

(外周・中間部共)とする

構造用合板 大壁仕様片面 
t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

構造用合板 大壁仕様両面
 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部 構造用合板 大壁仕様片面 (内壁側)
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構造用合板 大壁仕様片面 
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 t=9 N50 (くぎの間隔150mm以下)

外周部
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・  特記 なき 梁セイ 180と する

特記事項

・  特記 無き 柱は  120× 120 とす る

・  特記 無き 梁幅 120とす る
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・ 特記 なき 梁セ イ180と する

特記事項

・ 特記 無き 柱は  120× 120 と する

・ 特記 無き 梁幅 120とす る
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・ 特記 なき 梁セ イ180と する

特記事項

・ 特記 無き 柱は  120× 120 と する

・ 特記 無き 梁幅 120とす る
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一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計
一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事
1/100(A1)
1/200(A3)

軸組図14

・ 特記 なき 梁セ イ180と する

特記事項

・ 特記 無き 柱は  120× 120 と する

・ 特記 無き 梁幅 120とす る

・  特記 なき 梁セ イ180と する

特記事項

・  特記 無き 柱は  120× 120 とす る

・  特記 無き 梁幅 120とす る

（大引）（大引）



S＝1/30(A1)･1/60(A3)

Q通り　T1トラス部分詳細図

Ａ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｂ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｃ部分詳細図
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S＝1/30(A1)･1/60(A3)

P通り　T2トラス部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｂ部分詳細図Ａ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)
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120×150［すぎ(無等級)］

構造用合板厚 9mm（両面）
N50 くぎの間隔75mm以下

45×120［すぎ(無等級)］
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S＝1/30(A1)･1/60(A3)

大･中教室架構（T3）詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｄ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｅ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｃ部分（登梁継手部）詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｂ部分詳細図

Ａ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)
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S34T3大･中教室架構軸組図
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S＝1/30(A1)･1/60(A3)

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ａ部分（登梁継手部）詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｃ部分詳細図

S＝1/10(A1)･1/20(A3)

Ｂ部分詳細図

大･中教室架構（T4）詳細図
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T4トラス部分軸組図 S35
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 SCALE  DATE  APPROVAL  DRAWER TITLE  NO. PROJECT

一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計

一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

一級建築士登録 第186787号 伊東 俊一

一級建築士登録 第334807号 西村　菜見子
みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事

1/10､20､50(A1)

1/20､40､100(A3)
S36構造部分詳細図

中間横架材端部梁受金物：金物工法用梁受け金物　※_h105用を梁せいの中心に取付（イ詳細図参照）

TH-10(タツミ）、PS-10SU(BXカネシン)、MH-90(タナカ)　同等以上

（短期耐力：引張_8.0kN以上,せん断および逆せん断_5.5kN以上)
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※ボルト及びドリフトピンによる接合部に関して、
間隔及びへりあき寸法は、特記なき限り上記表内
の寸法以上を確保すること
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天井部分水平梁伏図

 SCALE  DATE  APPROVAL  DRAWER TITLE  NO. PROJECT

一級建築士事務所 有限会社南勢建築設計
一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-1273号

みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟建築工事 天井部分水平梁伏図
1/100(A1)
1/200(A3)

　　 　： 1階 柱を 示す・ 特記 なき 梁は すぎ （無 等級 ）とす る

・ 特記 なき 梁セ イ150と する

・ 特記 なき 梁幅 105とす る

　　 　  ： 45× 90 @910 す ぎ（ 無等級 ）と する




